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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ユーザ機器によって遂行される無線通信システムにおけるセル探索を遂行する方法であっ
て、前記方法は、
　ＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含むＰＳＳ
（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を探索することと
、
　第１のＳＳＣ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）と
第２のＳＳＣとを含む第１のＳＳＳ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を探索することと、
　前記第１のＳＳＣと前記第２のＳＳＣとを含む第２のＳＳＳを探索することと
　を含み、
　前記第１のＳＳＳの第１のＳＳＣは、第１のスクランブリングコードを用いてスクラン
ブルされ、前記第１のＳＳＳの第２のＳＳＣは、第２のスクランブリングコードを用いて
スクランブルされ、前記第２のＳＳＳの第１のＳＳＣは、前記第２のスクランブリングコ
ードを用いてスクランブルされ、前記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、前記第１のスクラ
ンブリングコードを用いてスクランブルされ、
　前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、前記Ｐ
ＳＣと関連する、方法。
【請求項２】
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前記第１のＳＳＣと前記第２のＳＳＣとは、生成多項式ｘ５＋ｘ２＋１により生成される
ｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義される、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、生成多項
式ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて
定義される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記第１のスクランブリングコードおよび前記第２のスクランブリングコードの循環シフ
トは、前記ＰＳＳに従属する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
前記ＰＳＳと前記第１のＳＳＳとは、連続的なＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを介して受信さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記ＳＳＳの２個のＳＳＣは、交互に副搬送波にマッピングされる、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
基地局によって遂行される無線通信システムにおける同期信号を伝送する方法であって、
前記方法は、
　ＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含むＰＳＳ
（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を伝送することと
、
　第１のＳＳＣ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）と
第２のＳＳＣとを含む第１のＳＳＳ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を伝送することと
　を含み、
　前記第１のＳＳＣは、第１のスクランブリングコードを用いてスクランブルされ、前記
第２のＳＳＣは、第２のスクランブリングコードを用いてスクランブルされ、前記第２の
ＳＳＳの第１のＳＳＣは、前記第２のスクランブリングコードを用いてスクランブルされ
、前記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、前記第１のスクランブリングコードを用いてスク
ランブルされ、
　前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、前記Ｐ
ＳＣと関連する、方法。
【請求項８】
前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、生成多項
式ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて
定義される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記第１のスクランブリングコードおよび前記第２のスクランブリングコードの循環シフ
トは、前記ＰＳＣに従属する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
無線通信システムにおけるセル探索を遂行するユーザ機器であって、前記ユーザ機器は、
　ＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含むＰＳＳ
（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を探索することと
、
　第１のＳＳＣ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）と
第２のＳＳＣとを含む第１のＳＳＳ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を探索することと、
　前記第１のＳＳＣと前記第２のＳＳＣとを含む第２のＳＳＳを探索することと
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　を実行するように構成され、
　前記第１のＳＳＳの第１のＳＳＣは、第１のスクランブリングコードを用いてスクラン
ブルされ、前記第１のＳＳＳの第２のＳＳＣは、第２のスクランブリングコードを用いて
スクランブルされ、前記第２のＳＳＳの第１のＳＳＣは、前記第２のスクランブリングコ
ードを用いてスクランブルされ、前記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、前記第１のスクラ
ンブリングコードを用いてスクランブルされ、
　前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、前記Ｐ
ＳＣと関連する、ユーザ機器。
【請求項１１】
前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、生成多項
式ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて
定義される、請求項１０に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
前記第１のスクランブリングコードおよび前記第２のスクランブリングコードの循環シフ
トは、前記ＰＳＣに従属する請求項１１に記載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるセル探索を遂行
する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）のＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ａｃｃｅｓｓ）システムは、基地局の区別のために総５１２個の長いＰＮスクランブリン
グコード（ｌｏｎｇ　ｐｓｅｕｄｏ　ｎｏｉｓｅ　ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ　ｃｏｄｅ）を
使用する。基地局は、相異なる長いＰＮスクランブリングコードをダウンリンクチャネル
のスクランブリングコードとして使用する。
【０００３】
　端末に電源が印加されれば、端末は、初期セルのシステム同期化（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉ
ｚａｔｉｏｎ）及び前記初期セルの長いＰＮスクランブリングコード識別子を獲得する過
程を遂行する。これをセル探索（ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）という。セル探索とは、端末
が、セルとの時間及び周波数同期化を獲得して、セルのセル識別子を検出する手順をいう
。初期セルは、電源が印加された時点で端末の位置に応じて決定され、一般的に、端末の
ダウンリンク受信信号に含まれた各基地局の信号成分のうち最も大きい信号成分に該当す
る基地局のセルを意味する。
【０００４】
　ＷＣＤＭＡシステムでは、セル探索を容易にするために５１２個の長いＰＮスクランブ
リングコードを６４個のコードグループに分け、１次同期チャネル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓ
ｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ；Ｐ－ＳＣＨ）及びＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎ
ｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ；Ｓ－ＳＣＨ）を含むダウ
ンリンクチャネルを使用する。１次同期チャネルは、移動局がスロット（ｓｌｏｔ）同期
を獲得する時に用いられ、ＳＳＳは、移動局がフレーム同期とスクランブリングコードグ
ループとを獲得する時に用いられる。
【０００５】
　一般的に、セル探索は、端末の電源が付いた後、初期に遂行する初期セル探索（ｉｎｉ
ｔｉａｌ　ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）と、ハンドオーバーや周辺セル測定（ｎｅｉｇｈｂ
ｏｒ　ｃｅｌｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を遂行する非初期セル探索（ｎｏｎ－ｉｎｉ
ｔｉａｌ　ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）と、に区分される。
【０００６】
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　ＷＣＤＭＡシステムにおける初期セル探索方式は、大いに３段階方式に行われる。１段
階は、ＰＳＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含むＰ
－ＳＣＨを用いて端末がスロット同期を獲得する段階である。ＷＣＤＭＡシステムにおい
て、フレームは、１５個のスロットを含み、各基地局は、ＰＳＣをフレームに含ませて伝
送する。ここで、１５個のスロットの全部に同じＰＳＣが使われ、全ての基地局も同じＰ
ＳＣコードを使用する。端末は、前記ＰＳＣに対する整合フィルタ（ｍａｔｃｈｅｄ　ｆ
ｉｌｔｅｒ）を用いてスロット同期を獲得する。２段階では、スロット同期及びＳＳＣ（
Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｅ）を含むＳ－ＳＣＨを
用いて長いＰＮスクランブリングコードグループ及びフレーム同期を獲得する。３段階で
は、フレーム同期化及び長いＰＮスクランブリングコードグループに基づいて共通パイロ
ットチャネルコード相関器（ｃｏｍｍｏｎ　ｐｉｌｏｔ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｅ　ｃ
ｏｒｒｅｌａｔｏｒ）を用いて、初期セルの使用する長いＰＮスクランブリングコードに
該当する長いＰＮスクランブリングコード識別子を検出する。即ち、一つの長いＰＮスク
ランブリングコードグループには８個の長いＰＮスクランブリングコードがマッピングさ
れるため、端末は、自分のコードグループに属する８個の長いＰＮスクランブリングコー
ドの各々の相関値を算出して、前記算出結果に基づき、初期セルの長いＰＮスクランブリ
ングコード識別子を検出する。
【０００７】
　ＷＣＤＭＡシステムは、非同期システムであるため、Ｐ－ＳＣＨには一つのＰＳＣだけ
を使用する。然しながら、次世代無線通信システムは、同期と非同期の両方とも支援しな
ければならない点を考慮する時、複数のＰＳＣを使用する必要がある。
【０００８】
　ＳＳＳの検出時にエラーが発生すれば、端末のセル探索が遅延される。従って、セル探
索過程でチャネルの検出性能を高める必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　２次同期信号に相異なるスクランブリングコードを使用する方式にスクランブリングを
遂行して検出性能を高める方法が提供される。
【００１０】
　また、２次同期信号の検出性能を向上させて信頼できるセル探索を遂行する方法が提供
される。
【００１１】
　また、同期信号の検出性能を向上させる同期信号伝送方法が提供される。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　一態様において、無線通信システムにおけるセル探索を遂行する方法が提供される。前
記方法は、ＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含
むＰＳＳ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を受信し
て、前記ＰＳＳから固有識別子を獲得して、セル識別子グループと関連するＳＳＳ（ｓｅ
ｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を受信し、前記ＳＳ
Ｓは、第１のＳＳＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｅ
）と第２のＳＳＣとを含み、及び前記セル識別子グループ内で前記固有識別子により定義
されるセル識別子を獲得することを含み、前記第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとは、第１の
スクランブリングコードと第２のスクランブリングコードとを介して各々スクランブルさ
れ、前記第１のスクランブリングコードと第２のスクランブリングコードとは、前記ＰＳ
Ｃと関連する。
【００１３】
　前記第１のＳＳＣと前記第２のＳＳＣとは、生成多項式ｘ５＋ｘ２＋１により生成され
るｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義される。前記第１のスクラン
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ブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは、生成多項式ｘ５＋ｘ３＋１に
より生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義される。前記第
１のスクランブリングコードおよび前記第２のスクランブリングコードの循環シフトは、
前記ＰＳＳから得られる前記固有識別子に従属する。
【００１４】
　他の態様において、無線通信システムにおける同期信号を伝送する方法が提供される。
前記方法は、ＰＳＣを含むＰＳＳを伝送して、及び第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとを含む
第１のＳＳＳを伝送することを含み、前記第１のＳＳＣは、第１のスクランブリングコー
ドでスクランブルされ、前記第２のＳＳＣは、第２のスクランブリングコードでスクラン
ブルされ、前記第１のスクランブリングコードと前記第２のスクランブリングコードとは
、前記ＰＳＣと関連する。
【００１５】
　また、他の態様において、無線通信システムにおける同期信号を獲得する方法が提供さ
れる。前記方法は、基地局から伝送されるＰＳＳによりＰＳＣを確認して、及び前記基地
局から伝送されるＳＳＳにより第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとを確認することを含み、前
記第１のＳＳＣと前記第２のＳＳＣとは、第１のスクランブリングコードと第２のスクラ
ンブリングコードとを介して各々スクランブルされ、前記第１のスクランブリングコード
と第２のスクランブリングコードとは、前記ＰＳＣと関連する。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
無線通信システムにおけるセル探索を遂行する方法において、
ＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を含むＰＳＳ（
ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を受信して、
上記ＰＳＳから固有識別子を獲得して、
セル識別子グループと関連するＳＳＳ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔ
ｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を受信し、上記ＳＳＳは、第１のＳＳＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　
Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｅ）と第２のＳＳＣとを含み、及び
上記セル識別子グループ内で上記固有識別子により定義されるセル識別子を獲得すること
を含み、
上記第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとは、第１のスクランブリングコードと第２のスクラン
ブリングコードとを介して各々スクランブルされ、上記第１のスクランブリングコードと
第２のスクランブリングコードとは、上記ＰＳＣと関連する方法。
（項目２）
上記第１のＳＳＣと上記第２のＳＳＣとは、生成多項式ｘ５＋ｘ２＋１により生成される
ｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義される項目１に記載の方法。
（項目３）
上記第１のスクランブリングコードと上記第２のスクランブリングコードとは、生成多項
式ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて
定義される項目１に記載の方法。
（項目４）
上記第１のスクランブリングコードおよび上記第２のスクランブリングコードの循環シフ
トは、上記ＰＳＳから得られる上記固有識別子に従属する項目３に記載の方法。
（項目５）
上記ＳＳＳの受信は、第１のＳＳＳの受信と第１のＳＳＳの受信とを含み、
上記第１のＳＳＳの第１のＳＳＣは、上記第１のスクランブリングコードでスクランブル
され、上記第１のＳＳＳの第２のＳＳＣは、上記第２のスクランブリングコードでスクラ
ンブルされ、上記第２のＳＳＳの第１のＳＳＣは、上記第２のスクランブリングコードで
スクランブルされ、上記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、上記第１のスクランブリングコ
ードでスクランブルされる項目１に記載の方法。
（項目６）
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上記ＰＳＳと上記ＳＳＳとは、連続的なＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを介して受信される項
目１に記載の方法。
（項目７）
上記ＳＳＳの上記２個のＳＳＣは、交互に（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ）副搬送波にマッピ
ングされる項目１に記載の方法。
（項目８）
無線通信システムにおける同期信号を伝送する方法において、
ＰＳＣを含むＰＳＳを伝送して、及び
第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとを含む第１のＳＳＳを伝送することを含み、
上記第１のＳＳＣは、第１のスクランブリングコードでスクランブルされ、上記第２のＳ
ＳＣは、第２のスクランブリングコードでスクランブルされ、
上記第１のスクランブリングコードと上記第２のスクランブリングコードとは、上記ＰＳ
Ｃと関連する方法。
（項目９）
上記第１のスクランブリングコードと第２のスクランブリングコードとは、生成多項式ｘ
５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義
される項目８に記載の方法。
（項目１０）
上記第１のスクランブリングコードおよび上記第２のスクランブリングコードの循環シフ
トは、上記ＰＳＳから得られる固有識別子に従属する項目９に記載の方法。
（項目１１）
上記第１のＳＳＣと上記第２のＳＳＣとを含む第２のＳＳＳを伝送することをさらに含み
、
上記第２のＳＳＳの第１のＳＳＣは、上記第２スクランブリングコードでスクランブルさ
れ、上記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、上記第１のスクランブリングコードでスクラン
ブルされる項目８に記載の方法。
（項目１２）
無線通信システムにおける同期信号を獲得する方法において、
基地局から伝送されるＰＳＳによりＰＳＣを確認して、及び
上記基地局から伝送されるＳＳＳにより第１のＳＳＣと第２のＳＳＣとを確認することを
含み、
上記第１のＳＳＣと上記第２のＳＳＣとは、第１のスクランブリングコードと第２のスク
ランブリングコードとを介して各々スクランブルされ、上記第１のスクランブリングコー
ドと第２のスクランブリングコードとは、上記ＰＳＣと関連する方法。
（項目１３）
上記第１のＳＳＣと上記第２のＳＳＣとは、生成多項式ｘ５＋ｘ２＋１により生成される
ｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて定義される項目１２に記載の方法。
（項目１４）
上記第１のスクランブリングコードと上記第２のスクランブリングコードとは、生成多項
式ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケンスの２個の相異なる循環シフトを用いて
定義される項目１２に記載の方法。
（項目１５）
上記ＳＳＳは、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳとを含み、
上記第１のＳＳＳの第１のＳＳＣは、上記第１のスクランブリングコードでスクランブル
され、上記第１のＳＳＳの第２のＳＳＣは、上記第２のスクランブリングコードでスクラ
ンブルされ、上記第２のＳＳＳの第１のＳＳＣは、上記第２のスクランブリングコードで
スクランブルされ、上記第２のＳＳＳの第２のＳＳＣは、上記第１のスクランブリングコ
ードでスクランブルされる項目１２に記載の方法。
【発明の効果】
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【００１６】
　セル探索が一層信頼できるように遂行され、遅延されることを防止することができる。
併せて、可用のシーケンスの数が増加されて同期信号に載せる情報の量や端末の容量が増
加することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】無線フレーム構造の一例を示す。
【図３】２個のＳＳＣをＳＳＳに物理的にマッピングする一例を示す。
【図４】２個のＳＳＣをＳＳＳに物理的にマッピングする他の例を示す。
【図５】２個のＳＳＳに対してＳＳＣを各ＳＳＳにマッピングする例を示す。
【図６】２個のＳＳＳに対してＳＳＣを各ＳＳＳにマッピングする他の例を示す。
【図７】本発明の一実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【図８】本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【図９】本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【図１０】本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【図１１】本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【図１２】ＰＳＣ１に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１３】ＰＳＣ２に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１４】ＰＳＣ３に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１５】ＰＳＣ１に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１６】ＰＳＣ２に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１７】ＰＳＣ３に対するＳＳＳ構造を示す。
【図１８】２セルで全ての衝突可能な場合に対する交差相関分布のＣＤＦ（ｃｕｍｕｌａ
ｔｉｖｅ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を示すグラフである。
【図１９】本発明の一実施例に係るセル探索を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、無線通信システムを示すブロック図である。無線通信システムは、音声、パケ
ットデータなどのような多様な通信サービスを提供するために広く配置される。
【００１９】
　図１を参照すると、無線通信システムは、端末（１０；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
、ＵＥ）と基地局（２０；Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）とを含む。端末（１０）は
、固定される、或いは移動性を有することができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ
）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏ
ｎ）、無線機器（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれることができ
る。基地局（２０）は、一般的に端末（１０）と通信する固定された地点（ｆｉｘｅｄ　
ｓｔａｔｉｏｎ）をいい、ノードＢ（ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅ
ｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用
語で呼ばれることができる。一つの基地局（２０）には一つ以上のセルが存在することが
できる。
【００２０】
　無線通信システムは、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）／ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）基盤システムであ
ることができる。ＯＦＤＭは、複数の直交副搬送波を用いる。ＯＦＤＭは、ＩＦＦＴ（ｉ
ｎｖｅｒｓｅ　ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）とＦＦＴ（ｆａｓｔ　
Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）との間の直交性特性を用いる。伝送器でデータは
ＩＦＦＴを遂行して伝送する。受信機で受信信号に対してＦＦＴを遂行して元データを復
元する。伝送器は、多重副搬送波を結合するためにＩＦＦＴを使用して、受信機は、多重
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副搬送波を分離するためにＦＦＴを使用する。
【００２１】
　Ｉ．シーケンス生成
　本発明の一実施例において、２次同期信号（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉ
ｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ、ＳＳＳ）に適用されるシーケンスは、ＰＮ（Ｐｓｅｕｄｏ
－Ｎｏｉｓｅ）シーケンスを使用することができる。ＰＮシーケンスとは、再生が可能で
あり、ランダムシーケンス（ｒａｎｄｏｍ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）と類似の特性を表し、次
のような特徴を有する。（１）反復周期が十分に長い。反復周期が無限に長ければランダ
ムシーケンスである。（２）一周期内に０と１の個数が類似する。（３）ラン（ｒｕｎ）
長さが、１の部分が１／２、２の部分が１／４、３の部分が１／８、．．．である。ラン
長さとは、同じ符号が連続された数字をいう。（４）一周期に各シーケンス間に交差相関
（ｃｒｏｓｓ－ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）が相当小さい。（５）小さいシーケンスのセグ
メントで全体シーケンスを再生することができない。（６）適切な再生アルゴリズムによ
って再生が可能である。
【００２２】
　ＰＮ－シーケンスは、ｍ－シーケンス（ｍ－ｓｅｑｕｅｎｃｅ）、ゴールドシーケンス
（Ｇｏｌｄ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）、カサミシーケンス（Ｋａｓａｍｉ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ
）などを含む。説明を明確にするために、ｍ－シーケンスを例えて記述する。ｍ－シーケ
ンスは、前記言及した特性外に周期的交差相関（Ｐｅｒｉｏｄｉｃａｕｔｏ－ｃｏｒｒｅ
ｌａｔｉｏｎ）のサイドローべ（ｓｉｄｅ　ｌｏｂｅ）は、－１という追加的な特性をさ
らに有する。
【００２３】
　式１は、ｍ－シーケンスｃｋを生成するための生成多項式（ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　ｐ
ｏｌｙｎｏｍｉａｌ）の一例である。
【００２４】
【数１】

　ここで、ＧＦは、ガロアフィールド（Ｇａｌｏｉｓ　Ｆｉｅｌｄ）を表して、ＧＦ（２
）は、二進信号を意味する。
【００２５】
　前記式１から生成される最大長さは２５－１＝３１である。この場合、生成された状態
（ｓｔａｔｅ）に応じて総３１個のシーケンスを生成することができる。これは任意のｍ
－シーケンスを前記式により生成した後、循環シフト（ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｓｈｉｆｔ）
を介して生成することができる最大個数３１個と一致する。これは最大３１個の情報が伝
送できることと同じ意味である。これは簡単であるが、３１個を超える情報を伝送するこ
とはできない。
【００２６】
　他の実施例において、ｍ－シーケンスをｄ（ｎ）と定義すると、可能の総シーケンス集
合Ｓ１は、Ｓ１＝｛ｄｍ（ｋ）｜ｍはシーケンスインデックス｝と表現されることができ
、ここで、ｍ＝０，１，．．．，Ｎ－１であり、ｋ＝０，１，．．．，Ｎ－１である。Ｎ
＝２ｎ－１であり、ｎは最大次数を表す。例えば、生成多項式が式１の場合、ｎ＝５であ
り、Ｎ＝３１になる。
【００２７】
　ここで、新しいシーケンスｇｍ（ｋ）は、ｇｍ（ｋ）＝ｄｍ（Ｎ－１－ｋ）、ｍ＝０，
１，．．．，Ｎ－１、ｋ＝０，１，．．．，Ｎ－１のように定義する。シーケンス集合Ｓ
２をＳ２＝｛ｇｍ（ｋ）｜ｍはシーケンスインデックス｝のように定義する。シーケンス
集合Ｓ３をＳ３＝｛Ｓ１，Ｓ２｝のように定義する。ｍ－シーケンスの特徴がＳ１とＳ２
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内で維持される。Ｓ１とＳ２との間にはランダムシーケンスの性質が維持される。従って
、相関特性の良いシーケンスを、該当するシーケンス集合内で生成して、追加的なメモリ
やオーバーヘッドの増加無しに可用のシーケンスの数を増加させることができる。
【００２８】
　特に、ｍ－シーケンスは、次の式２に示されているように、ｎ次数の多項式（ｐｏｌｙ
ｎｏｍｉａｌ）により生成される。
【００２９】
【数２】

　ここで、ｋ＝０，１，．．．，ｎ－１であり、ａｋ＝０または１である。
【００３０】
　前記新しいシーケンスｇｍ（ｋ）の定義を用いて、ｍ－シーケンスは、次の式により生
成されるもののうち一つに変換される。
【００３１】

【数３】

　ここで、ｋ＝０，１，．．．，ｎ－１であり、ａｋ＝０または１である。即ち、式２に
より生成されるシーケンスと比較して生成式の係数が逆になる。これは式２により生成さ
れるシーケンスの順序が逆になることと同じである。これを逆関係（ｒｅｖｅｒｓｅ　ｒ
ｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｏｐ）が成立するとする。逆関係は、多項式の次数を逆にしても（
ここでは多項式の次数をｎ－ｋに変更）成立する。ｍ－シーケンスを使用する時、逆関係
が成立するように多項式を選択することができる。
【００３２】
　例えば、ｎ＝５の場合、生成できるｍ－シーケンス多項式は、次の式の通りである。
【００３３】
【数４】

　このとき、（１）と（２）、（３）と（４）、（５）と（６）は、各々前記式２と３の
逆関係を満たすペア（ｐａｉｒ）関係が成立する。逆関係が成立するようにｍ－シーケン
スを選択することができる。
【００３４】
　相当長いシーケンスを使用する場合、シーケンスの開始オフセットを異に設定して複数
個に切って使用することができる。この場合、各切って使ったシーケンスを逆にして（ｒ
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ｅｖｅｒｓｅ）使用することができる。
【００３５】
　または、相当／非常に長いシーケンスを使用する場合、長いシーケンスを逆にし（ｒｅ
ｖｅｒｓｅ）、シーケンスの開始オフセットを異に設定して複数個に切って使用すること
ができる。
【００３６】
　前述したシーケンスは、複数チャネルに使われることができる。可用の（ａｖａｉｌａ
ｂｌｅ）シーケンスの数が多いため、端末の容量（ｃａｐａｃｉｔｙ）を増加させること
ができる。
【００３７】
　一実施例において、同期信号（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）に使
われることができる。ＰＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉ
ｇｎａｌ）のためのＰＳＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄ
ｅ）や、ＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ
）のためのＳＳＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｅ）
に使われることができる。また、後述するスクランブリングコードに使われることができ
る。このとき、ＳＳＣとスクランブリングコードとは逆関係が成立するようにシーケンス
を選択することができる。
【００３８】
　他の実施例において、ランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　
ｐｒｅａｍｂｌｅ）に使われることができる。ランダムアクセスプリアンブルは、アップ
リンク無線資源の要請に使われる。一つのシーケンスインデックスは、一つの機会（ｏｐ
ｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）に該当する。端末は、Ｎ個のシーケンス集合のうち一つを任意に選
択して基地局に自分の存在を知らせる、或いはスケジューリング要請（ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）または帯域幅要請（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｒｅｑｕｅｓｔ）など
の動作を遂行する。ランダムアクセス過程は、競合基盤（ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｂａｓ
ｅｄ）過程である。従って、端末間衝突が発生することができる。ランダムアクセス過程
で端末間衝突を減らすためにはシーケンス集合の種類が多いのが有利である。例えば、前
記式１を用いてランダムアクセスプリアンブルを構成すれば、３１個の機会が存在する。
シーケンスＳ３の定義を用いてランダムアクセスプリアンブルを構成すれば、２個の機会
が存在する。
【００３９】
　また、他の実施例において、前述したシーケンスは、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）やＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣ
Ｋ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号の伝送に使われることが
できる。もし、式１のシーケンスを使用すれば、総３１個の（＞４ビット）のＣＱＩまた
はＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができる。シーケンスＳ３を使用すれば、総６２
個の（＞５ビット）のＣＱＩまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができる。
【００４０】
　また、他の実施例において、前述したシーケンスは、基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ）の基本シーケンス（ｂａｓｅ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）に使われることができ
る。基準信号には、データ復調のための基準信号とアップリンクスケジューリングのため
のチャネルサウンディング用基準信号とがある。基準信号は、セル計画（ｃｅｌｌ　ｐｌ
ａｎｎｉｎｇ）観点や配置（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）観点で可用のシーケンス個数が
多いのが有利である。例えば、ダウンリンク基準信号として総１７０個のシーケンス数が
必要であると仮定すると、１．２５ＭＨｚ帯域幅を基準とする時、基準信号が占めること
ができる総副搬送波の数は、ＯＦＤＭシンボル長さ５ｍｓ内で１２０である。もし、ｍ－
シーケンスでこれを生成しようとする場合、７次多項式を用いれば、総１２７個のシーケ
ンスを生成することができる。前記シーケンスＳ３を使用すれば、総２５２個のシーケン
スを生成することができる。アップリンク基準信号が１２副搬送波を含む１資源ブロック
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に割り当てられるとしたら、ｍ－シーケンスの場合、４次多項式を用いれば、総１５個の
シーケンスを生成することができる。前記シーケンスＳ３を使用すれば、総３０個のシー
ケンスを生成することができる。
【００４１】
　ＩＩ．同期信号
　以下、同期信号に対して記述する。然しながら、当業者であれば本発明の技術的思想を
ランダムアクセスプリアンブルや他の制御信号に容易に適用することができる。
【００４２】
　図２は、無線フレーム構造の一例を示す。
【００４３】
　図２を参照すると、無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、１０個のサブフレー
ム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）で構成され、一つのサブフレームは、２個のスロット（ｓｌｏｔ
）を含むことができる。一つのスロットは、時間領域で複数のＯＦＤＭシンボルを含むこ
とができる。一つのスロットは、７ＯＦＤＭシンボルを含むが、ＣＰ（Ｃｙｌｃｉｃ　Ｐ
ｒｅｆｉｘ）構造に従って一つのスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は変えられる
ことができる。
【００４４】
　無線フレームの構造は、例示に過ぎず、無線フレームに含まれるサブフレームの数及び
サブフレームに含まれるスロットの数は多様に変更することができる。
【００４５】
　ＰＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）は、０番
目のスロットと１０番目のスロットとの最後のＯＦＤＭシンボルの各々で伝送される。２
個のＰＳＳは、同じＰＳＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄ
ｅ）を使用する。ＰＳＳは、ＯＦＤＭシンボル同期またはスロット同期を得るために使用
する。ＰＳＣは、ＺＣ（Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ）シーケンスを使用することができる。無
線通信システムに少なくとも一つのＰＳＣがある。
【００４６】
　ＰＳＳは、ＰＳＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）を
含む。３個のＰＳＣを使用する場合、基地局は、３個のＰＳＣのうち一つを選択して、０
番目のスロットと１０番目のスロットとの最後のＯＦＤＭシンボルでＰＳＳとして伝送す
る。
【００４７】
　ＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は
、ＰＳＳに対するＯＦＤＭシンボルの直前に位置したＯＦＤＭシンボルで伝送される。こ
れはＳＳＳとＰＳＳとは、隣接する（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）ＯＦＤＭシンボルで伝送さ
れることを意味する。ＳＳＳは、フレーム同期を得て、セル識別子グループ（ｃｅｌｌｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ　ｇｒｏｕｐ）と関連する（ａｓｓｏｃｉａｔｅ）。セル識別子（ｃｅｌ
ｌ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）は、ＳＳＳから得られる固有のセル識別子グループとＰＳＳから
得られる固有の識別子とによって固有に定義されることができる。端末は、ＰＳＳとＳＳ
Ｓとを用いてセル識別子を獲得することができる。
【００４８】
　一つのＳＳＳは、２個のＳＳＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏ
ｎ　Ｃｏｄｅ）を含む。一つのＳＳＣは、ＰＮシーケンス、即ち、ｍ－シーケンスを使用
することができる。例えば、一つのＳＳＳが６４副搬送波を含むとする時、長さ３１であ
る２個のＰＮシーケンスが一つのＳＳＳに各々マッピングされる。
【００４９】
　図２において、スロット上でＰＳＳとＳＳＳとが配置されるＯＦＤＭシンボルの数や位
置は例示に過ぎず、システムに応じて多様に変更することができる。
【００５０】
　図３は、２個のＳＳＣをＳＳＳに物理的にマッピングする一例を示す。
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【００５１】
　図３を参照すると、ＳＳＳに含まれる副搬送波の数をＮとする時、第１のＳＳＣ（ＳＳ
Ｃ１）の長さと第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の長さとはＮ／２である。論理的表現は使われ
るＳＳＣを表して、物理的表現はＳＳＣがＳＳＳを介して伝送される時、ＳＳＣがマッピ
ングされる副搬送波を表す。Ｓ１（ｎ）は、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のｎ番目の要素（
ｅｌｅｍｅｎｔ）であり、Ｓ２（ｎ）は、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）のｎ番目の要素を表
す。第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）とは、交互に、くし状（ｃｏ
ｍｂ－ｔｙｐｅ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）に物理的な副搬送波にマッピングされる
。このような方式を分散的なマッピング（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｐｐｉｎｇ）と
いう。
【００５２】
　図４は、２個のＳＳＣをＳＳＳに物理的にマッピングする他の例を示す。
【００５３】
　図４を参照すると、ＳＳＳに含まれる副搬送波の数をＮとし、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１
）の長さと第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の長さとはＮ／２である。論理的表現は使われるＳ
ＳＣを表して、物理的表現はＳＳＳに伝送される時、ＳＳＣがマッピングされる副搬送波
を表す。Ｓ１（ｎ）は、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のｎ番目の個体であり、Ｓ２（ｎ）は
、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）のｎ番目の個体を表す。第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２の
ＳＳＣ（ＳＳＣ２）とは、局部的に（ｌｏｃａｌｌｙ）密集される物理的な副搬送波にマ
ッピングされる。このような方式を局部的なマッピング（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｍａｐｐ
ｉｎｇ）という。
【００５４】
　ＳＳＳに含まれる副搬送波の数を６２とし、ＰＮコードの長さを３１とする時、一つの
ＳＳＣは、総３１個のインデックスを有する。第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）の可能なインデ
ックスを０～３０、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の可能なインデックスを０～３０とする時
、総３１×３１＝９６１個の情報を伝達することができる。
【００５５】
　ＩＩＩ．ＳＳＣのＳＳＳへのマッピング
　図５は、２個のＳＳＳに対してＳＳＣを各ＳＳＳにマッピングする例を示す。
【００５６】
　図５を参照すると、図２に示した通り、一つの無線フレームで２個のＳＳＳが伝送され
るため、０番目のスロットに配置される第１のＳＳＳと１０番目のスロットに配置される
第２のＳＳＳの両方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せ
て使用する。このとき、周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ
２）の位置を交換する（ｓｗａｐ）。即ち、第１のＳＳＳに（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）の組
合せを使用すれば、第２のＳＳＳは、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ
２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１）の組合せを使用する。
【００５７】
　ＳＳＳを検出する時、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳとの間隔は予め決められている。従
って、各ＣＰ構造に従って多重フレーム平均（ｍｕｌｔｉ－ｆｒａｍｅ　ａｖｅｒａｇｉ
ｎｇ）を遂行することができる。多重フレーム平均は、複数のＳＳＳを複数の無線フレー
ムを介して受信して、各ＳＳＳから得られる値を平均するものである。もし、ＣＰ構造を
知っていない場合には各々のＣＰ構造別に多重フレーム平均を遂行する。ＳＳＣを交換す
る構造は、受信機で多重フレーム平均を遂行してＳＳＳを検出する時有利である。第１の
ＳＳＳと第２のＳＳＳとが、同じＳＳＣの組合せを使用し、単にＳＳＣの位置だけ変えら
れるため、平均時、第２のＳＳＳの位置を交換して単純に統合（ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ
）だけすればよい。特に、交換をしない構造は、ＰＳＳを用いたコヒーレント検出を遂行
するとしても、それの平均を遂行する時、非コヒーレント結合（ｎｏｎ－ｃｏｈｅｒｅｎ
ｔ　ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）を遂行しなければならない。然しながら、ＰＳＳを用いたコヒ
ーレント検出（ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）を遂行する場合、統合時、コヒ
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ーレント結合である最適のＭＲＣ（Ｍａｘｉｍａｌ　Ｒａｔｉｏ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）
を遂行することができるため、性能向上を期待することができる。ＭＲＣが最適の結合技
法というのはよく知られており、一般的に、コヒーレント結合は、非コヒーレント結合に
比べて約３ｄＢのＳＮＲ利得（ｇａｉｎ）がある。
【００５８】
　第１のＳＳＳと第２のＳＳＳとの間に第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳ
Ｃ２）とが周波数領域で交換されているが、これは例示にすぎない。第１のＳＳＣ（ＳＳ
Ｃ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）とは、時間領域またはコード領域で交換されることが
できる。
【００５９】
　図６は、２個のＳＳＣをＳＳＳにマッピングする他の例を示す。これはＭ－ＰＳＫ（Ｐ
ｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調のうち、Ｍ＝２であるＢＰＳＫ（Ｂｉｎａｒ
ｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を適用したのである。ＢＰＳＫ変調は
、該当チャネルの全体或いは一部を＋１或いは－１に変調する。Ｍ－ＰＳＫ変調は、使わ
れているシーケンスの検出性能には影響を与えないで追加的な情報を載せることができる
方法である。
【００６０】
　図６を参照すると、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用して、第１のＳＳＳの全体を＋１に変調し、
第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）は＋１に変調し、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ
（ＳＳＣ２）は－１に変調したことを示す。即ち、一つのＳＣＨ内に使われるＳＳＣ間に
位相を変えることによって変調することができて、または２個のＳＣＨ間に位相を変える
ことによって変調することができる。これを差分変調（ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｍｏ
ｄｕｌａｔｉｏｎ）という。
【００６１】
　一般的に変調が遂行されたシーケンスを検出するためには基準信号やＰＳＳのような位
相を参照する信号が必要である。即ち、コヒーレント検出が必要である。然しながら、一
つのＳＳＳ内でフレーム境界（ｆｒａｍｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）区分のために差分変調を
遂行する場合にはコヒーレント検出と非コヒーレント検出の両方が可能である。
【００６２】
　ＩＶ．ＳＳＳのスクランブリング
　以下、ＰＳＣと関連する（ａｓｓｏｃｉａｔｅ）スクランブリングコード（ｓｃｒａｍ
ｂｌｉｎｇ　ｃｏｄｅ）を用いたＳＳＳのスクランブリングに対して記述する。
【００６３】
　ＳＳＳは、スクランブリングコードを用いてスクランブリングが遂行される。スクラン
ブリングコードは、ＰＳＣと関連する二進シーケンス（ｂｉｎａｒｙ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ
）であり、ＰＳＣと１：１マッピングされる。即ち、スクランブリングコードはＰＳＣに
従属する。
【００６４】
　ＳＳＳのスクランブリングは、ＳＳＣ検出にともなう曖昧性（ａｍｂｉｇｕｉｔｙ）を
解決するためである。例えば、セルＡのＳＳＳに使われるＳＳＣの組合せを（ＳＳＣ１，
ＳＳＣ２）＝（ａ，ｂ）とし、セルＢのＳＳＳに使われるＳＳＣの組合せを（ＳＳＣ１，
ＳＳＣ２）＝（ｃ，ｄ）とする時、セルＡに属する端末が（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）＝（ａ
，ｄ）という間違ったＳＳＣの組合せを獲得することを曖昧性という。即ち、端末がＰＳ
Ｓを検出した後、自分のセルに該当するＳＳＳの区分を容易にするためにスクランブリン
グコードを使用する。
【００６５】
　図７は、本発明の一実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【００６６】
　図７を参照すると、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
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と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用し、周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置を交換する（ｓｗａｐ）。即ち、第１のＳＳＳに（Ｓ
ＳＣ１，ＳＳＣ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳは、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１）の組合せを使用
する。
【００６７】
　各ＳＳＳのＳＳＣに相異なるスクランブリングコードを使用してスクランブリングを遂
行する。第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）は、第１のスクランブリングコードで
スクランブルされる。第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）は、第２のスクランブリ
ングコードでスクランブルされる。第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）は、第３の
スクランブリングコードでスクランブルされる。第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１
）は、第４のスクランブリングコードでスクランブルされる。
【００６８】
　各ＳＳＣは、相異なるスクランブリングコードでスクランブルされることによって、干
渉平均（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ）効果を得ることができる。例
えば、セルＡの第１のＳＳＳのＳＳＣ組合せを（ＳＳＣ１＿Ａ，ＳＳＣ２＿Ａ）＝（ａ，
ｂ）であり、第２のＳＳＳのＳＳＣ組合せを（ＳＳＣ２＿Ａ，ＳＳＣ１＿Ａ）＝（ｂ，ａ
）という。セルＢの第１のＳＳＳのＳＳＣ組合せを（ＳＳＣ１＿Ｂ，ＳＳＣ２＿Ｂ）＝（
ｃ，ｄ）であり、第２のＳＳＳのＳＳＣ組合せを（ＳＳＣ２＿Ｂ、ＳＳＣ１＿Ｂ）＝（ｄ
，ｃ）という。セルＡを現在端末が位置するセル（即ち、検出されるべきセル）とし、セ
ルＢを周辺セル（即ち、干渉として作用するセル）とすれば、ＳＳＣ１＿ＡとＳＳＣ２＿
Ａの干渉は、ｃとｄであり、従って、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳに関係なく同一になっ
て干渉平均効果がなくなる。然しながら、各ＳＳＣ毎に相異なるスクランブリングコード
を用いてスクランブリングを遂行すれば、相異なるコードの干渉効果により干渉平均効果
があるようになる。
【００６９】
　従って、同じＳＳＣに対してサブフレーム別に相異なるスクランブリングコードを使用
することによって、ＳＳＣ検出にともなう曖昧性を減少させることができる。また、多重
フレーム平均を遂行する時、干渉平均効果を得ることができる。
【００７０】
　ここで、ＳＳＣ構造は論理的な構造を示す。物理的な副搬送波にマッピングされる時、
分散的なマッピングまたは局部的なマッピングを使用することができる。また、スクラン
ブリングが論理的な構造で遂行される前または後の物理的なマッピングを遂行することが
できる。
【００７１】
　図８は、本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【００７２】
　図８を参照すると、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用し、周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置を交換する（ｓｗａｐ）。即ち、第１のＳＳＳに（Ｓ
ＳＣ１，ＳＳＣ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳは、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１）の組合せを使用
する。
【００７３】
　一つのＳＳＳに含まれるＳＳＣの個数に該当する２個のスクランブリングコードを用い
てスクランブリングを遂行する。第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）は、第１のス
クランブリングコードでスクランブルされる。第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）
は、第２のスクランブリングコードでスクランブルされる。第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ
（ＳＳＣ２）は、第１のスクランブリングコードでスクランブルされる。第２のＳＳＳの
第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）は、第２のスクランブリングコードでスクランブルされる。
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【００７４】
　実際副搬送波にマッピングされる物理的表現の観点で見る時、２個のＳＳＣは、第１の
ＳＳＳと第２のＳＳＳに対してその位置を交換させるが、スクランブリングコードの位置
は交換させない。論理的表現の観点で見る時、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）に各々適用されるスクランブリングコードは、第２のＳＳＳ
の第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）と第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）に各々適用されるスクランブリ
ングコードが変えられる効果がある。これは図７の実施例に比べて、必要なスクランブリ
ングコードの数が減る。
【００７５】
　図９は、本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【００７６】
　図９を参照すると、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳは、同じ第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と
第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の組合せを使用する。即ち、第１のＳＳＳに（ＳＳＣ１，ＳＳ
Ｃ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳも（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）の組合せを使用す
る。周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置をお互い
に交換しない。周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位
置は、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳとの間で同一である。
【００７７】
　一つのＳＳＳに含まれるＳＳＣの個数に該当する２個のスクランブリングコードを用い
てスクランブリングが遂行される。このとき、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳに使われるス
クランブリングコードの位置はお互いに交換する。第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ
１）は、第１のスクランブリングコードを用いる。第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ
２）は、第２のスクランブリングコードを用いる。第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ
１）は、第２のスクランブリングコードを用いる。第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ
２）は、第１のスクランブリングコードを用いる。
【００７８】
　図８の実施例とは違って２個のＳＳＣは、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳに対してその位
置を交換させないが、スクランブリングコードの位置は交換させる。即ち、第１のＳＳＳ
と第２のＳＳＳに対してＳＳＣまたはスクランブリングコードの位置をお互いに交換させ
る。
【００７９】
　図１０は、本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【００８０】
　図１０を参照すると、周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ
２）の位置は第１のＳＳＳと第２のＳＳＳとの間で同一であるが、第２のＳＳＳの第２の
ＳＳＣは－ＳＳＣ２である。即ち、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、
第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１、－ＳＳＣ２）を使用する。
【００８１】
　これはＢＰＳＫ変調の場合であり、より高い次数の変調方式を適用することができる。
例えば、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔ　ｋｅｙ）変調を遂
行する場合には＋１、－１、＋ｊ、－ｊのような変調を遂行して位相を変わることができ
る。第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１、－
ｊＳＳＣ２）を使用することができる。
【００８２】
　多重セル環境で第１のＳＳＳ間のＳＳＣ組合せと第２のＳＳＳ間のＳＳＣ組合せとがお
互いに同一ならば干渉無作為化（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｒａｎｄｏｍｉｚａｔｉｏ
ｎ）を遂行し難い。従って、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（－ＳＳＣ２）が
お互いに交換されなければ、スクランブリングコードをお互いに交換する。このとき、第
２のＳＳＳで第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（－ＳＳＣ２）との差分変調情報
は、フレーム境界（ｆｒａｍｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）情報を表すことができる。従って、
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３９２（＝１４＊１４＊２）個の信号を検出するためには差分変調を遂行しない場合、３
９２回の検出演算が必要であり、反面、差分変調を遂行する場合、１９６（＝１４＊１４
）の検出演算を遂行して、差分変調を介して２の情報を検出する。全体検出性能は差分変
調よりは１９６回の検出演算に支配されるため、全体的な性能は差分変調を遂行する場合
が一層向上されることができる。また、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両方とも同じ第１
のスクランブリングコード（ＳＳＣ１）及び第２のスクランブリングコード（ＳＳＣ２）
を使用するため、ＭＲＣ結合を遂行することができる。
【００８３】
　ここでは、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（－ＳＳＣ２）に差分変調を適用しているが、
これは例示にすぎない。例えば、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第
２のＳＳＳは（－ＳＳＣ１，－ＳＳＣ２）を使用することができる。第１のＳＳＳは（Ｓ
ＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（－ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用するこ
とができる。第１のＳＳＳは（－ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（Ｓ
ＳＣ１，－ＳＳＣ２）を使用することができる。第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，－ＳＳＣ２
）を使用して、第２のＳＳＳは（－ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用することができる。第１
のＳＳＳは（－ＳＳＣ１，－ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ
２）を使用することができる。第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，－ＳＳＣ２）を使用して、第
２のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用することができる。第１のＳＳＳは（－ＳＳ
Ｃ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用することが
できる。その他、多様な変調組合せに対しても適用が可能である。
【００８４】
　図１１は、本発明の他の実施例に係るＳＳＳ構造を示す。
【００８５】
　図１１を参照すると、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１
）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用し、周波数領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１
）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置を交換する。即ち、第１のＳＳＳに（ＳＳＣ１，Ｓ
ＳＣ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳは第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳ
Ｃ（ＳＳＣ２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１）の組合せを使用する。第２の
ＳＳＳの第１のＳＳＣは差分変調されて－ＳＳＣ１である。即ち、第１のＳＳＳは（ＳＳ
Ｃ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ２，－ＳＳＣ１）を使用する。
【００８６】
　Ｖ．複数のＰＳＣを使用する時のスクランブリング
　以下、複数のＰＳＣを使用する場合においてスクランブリングコードを構成する例を説
明する。説明を明確にするために、３個のＰＳＣを使用するとし、各ＰＳＣに関連するス
クランブリングコードをＰｘ－ａ１，Ｐｘ－ａ２、Ｐｘ－ｂ１，Ｐｘ－ｂ２と定義する。
‘ｘ’は、ＰＳＣインデックス、‘ａ’は第１のＳＳＳ、‘ｂ’は第２のＳＳＳ、‘１’
は第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）、‘２’は第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を表す。即ち、Ｐ１－
ａ１は、第１ＰＳＣと関連して第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）に使われるスク
ランブリングコードをいい、Ｐ２－ｂ２は、第２ＰＳＣと関連して第２のＳＳＳの第２の
ＳＳＣ（ＳＳＣ２）に使われるスクランブリングコードをいい、Ｐ３－ａ１は、第３ＰＳ
Ｃと関連して第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）に使われるスクランブリングコー
ドをいう。ここで、スクランブリングコードがＰＳＣと関連するというのは、スクランブ
リングコードがＰＳＣに応じて異に生成されることをいう。例えば、ＰＳＣが使われるセ
ルＩＤに応じて循環シフトを異にしてスクランブリングコードを生成することができる。
【００８７】
　＜３ＰＳＣに対して６個のスクランブリングコードを使用する場合＞
　各ＰＳＣに対して（Ｐｘ－ａ１，Ｐｘ－ａ２）＝（Ｐｘ－ｂ１，Ｐｘ－ｂ２）のように
スクランブリングコードを構成することができる。（Ｐｘ－ａ１，Ｐｘ－ａ２）は、ＰＳ
Ｃと各々１：１マッピングされる。即ち、３ＰＳＣに対して６個のスクランブリングコー
ドは、次の通り定義されることができる。
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　ＰＳＣ１－＞（Ｐ１－ａ１，Ｐ１－ａ２）
ＰＳＣ２－＞（Ｐ２－ａ１，Ｐ２－ａ２）
ＰＳＣ３－＞（Ｐ３－ａ１，Ｐ３－ａ２）
　図１２は、ＰＳＣ１に対するＳＳＳ構造を示す。図１３は、ＰＳＣ２に対するＳＳＳ構
造を示す。図１４は、ＰＳＣ３に対するＳＳＳ構造を示す。
【００８９】
　図１２ないし図１４を参照すると、各ＰＳＣに対して第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両
方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用し、周波数
領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置を交換する。即ち、
第１のＳＳＳに（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳは第１のＳ
ＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１
）の組合せを使用する。
【００９０】
　一つのＳＳＳに含まれるＳＳＣの個数に該当する２個のスクランブリングコードを用い
てスクランブリングを遂行する。
【００９１】
　図１２のＰＳＣ１において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ１－ａ１を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ１－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ１－ａ１を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ１－ａ２を用いる。
【００９２】
　図１３のＰＳＣ２において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ２－ａ１を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ２－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ２－ａ１を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ２－ａ２を用いる。
【００９３】
　図１４のＰＳＣ３において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ３－ａ１を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ３－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ３－ａ１を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ３－ａ２を用いる。
【００９４】
　物理的なチャネルにマッピングの際、２個のＳＳＣは、第１のＳＳＳと第２のＳＳＳに
対してその位置を交換させるが、スクランブリングコードの位置は交換させない。
【００９５】
　この方法は、３個のＰＳＳと関連するスクランブリングコードが第１のＳＳＣ（ＳＳＣ
１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）に対して全て異なる場合である。これは曖昧性減少だけ
でなく、干渉無作為化（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｒａｎｄｏｍｉｚａｔｉｏｎ）効果
までもたらすことができる。例えば、セルＡの第１のＳＳＳのＳＳＣ組合せを
【００９６】
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【化１】

【００９７】
【化２】

実質的に異なるコードが第１のＳＳＳ及び第２のＳＳＳ別に各第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）に干渉として作用するようになるため、干渉平均効果と多重
フレーム平均の利点をそのまま有する。従って、ＳＳＳの検出性能を向上させることがで
きる。
【００９８】
　＜３ＰＳＣに対して３個のスクランブリングコードを使用する場合＞
　各ＰＳＣに対して（Ｐｘ－ａ１，Ｐｘ－ａ２）＝（Ｐｘ－ｂ１，Ｐｘ－ｂ２）のように
スクランブリングコードを構成することができる。（Ｐｘ－ａ１，Ｐｘ－ａ２）はＰＳＣ
と各々１：１マッピングされる。また、一つのＰＳＳとマッピングされる２個のスクラン
ブリングコードのうち一つは、他のＰＳＳにマッピングされるスクランブリングコードの
うち一つと同一である。例えば、Ｐｘ＿ａ２＝Ｐ［ｍｏｄ（ｘ＋１，３）＋１］＿ａ１の
関係を維持する。‘ｍｏｄ’はモジュロ演算を表す。例えば、３ＰＳＣに対して３個のス
クランブリングコードは、次の通り定義されることができる。
【００９９】
　ＰＳＣ１－＞（Ｐ１－ａ１，Ｐ１－ａ２）
ＰＳＣ２－＞（Ｐ２－ａ１＝Ｐ１－ａ２，Ｐ２－ａ２）
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ＰＳＣ３－＞（Ｐ３－ａ１＝Ｐ２－ａ２，Ｐ３－ａ２＝Ｐ１－ａ１）
　従って、実質的に必要なスクランブリングコードはＰ１－ａ１，Ｐ１－ａ２，Ｐ２－ａ
２の３つである。（Ｐ１－ａ１，Ｐ１－ａ２，Ｐ２－ａ２）＝（ａ１，ａ２，ａ３）とす
れば、これは次の通り表すことができる。
【０１００】
　ＰＳＣ１－＞（ａ１，ａ２）
ＰＳＣ２－＞（ａ２，ａ３）
ＰＳＣ３－＞（ａ３，ａ１）
　各ＰＳＣに対して３個のスクランブリングコードを循環シフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉ
ｆｔ）させることによって必要なスクランブリングコードの数を縮めることができる。ス
クランブリングコードの数が減ることに従って基地局または端末のメモリ容量を節約する
ことができる。
【０１０１】
　Ｍ個のＰＳＣが使われる場合、次の通り一般化することができる。
【０１０２】
　ＰＳＣ１－＞（ａ１，ａ２）
ＰＳＣ２－＞（ａ２，ａ３）
…
ＰＳＣＭ－＞（ａＭ，ａ１）
　図１５は、ＰＳＣ１に対するＳＳＳ構造を示す。図１６は、ＰＳＣ２に対するＳＳＳ構
造を示す。図１７は、ＰＳＣ３に対するＳＳＳ構造を示す。
【０１０３】
　図１５ないし図１７を参照すると、各ＰＳＣに対して第１のＳＳＳと第２のＳＳＳの両
方とも第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）を組合せて使用し、周波数
領域で第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の位置を交換する。即ち、
第１のＳＳＳに（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）の組合せを使用すれば、第２のＳＳＳは第１のＳ
ＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）をお互いに交換して（ＳＳＣ２，ＳＳＣ１
）の組合せを使用する。
【０１０４】
　一つのＳＳＳに含まれるＳＳＣの個数に該当する２個のスクランブリングコードを用い
てスクランブリングを遂行する。
【０１０５】
　図１５のＰＳＣ１において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ１－ａ１を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ１－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ１－ａ１を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ１－ａ２を用いる。
【０１０６】
　図１６のＰＳＣ２において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ１－ａ２を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ２－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ１－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ２－ａ２を用いる。
【０１０７】
　図１７のＰＳＣ３において、第１のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクランブリ
ングコードＰ２－ａ２を用いて、第１のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクランブ
リングコードＰ１－ａ１を用いて、第２のＳＳＳの第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）はスクラン
ブリングコードＰ２－ａ２を用いて、第２のＳＳＳの第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）はスクラ
ンブリングコードＰ１－ａ１を用いる。
【０１０８】
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　物理的な副搬送波マッピングの観点で見れば、２個のＳＳＣは第１のＳＳＳと第２のＳ
ＳＳに対してその位置を交換させるが、スクランブリングコードの位置は交換させない。
【０１０９】
　この方法は、３個のＰＳＳと関連するスクランブリングコードが第１のＳＳＣ（ＳＳＣ
１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）に対して全て異なる場合である。これは曖昧性減少だけ
でなく、干渉無作為化（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｒａｎｄｏｍｉｚａｔｉｏｎ）効果
までもたらすことができる。例えば、セルＡの第１のＳＳＳのＳＳＣ組合せを
【０１１０】
【化３】

【０１１１】
【化４】

実質的に異なるコードが第１のＳＳＳ及び第２のＳＳＳ別に各第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）
と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）に干渉として作用するようになるため、干渉平均効果と多重
フレーム平均の利点をそのまま有する。従って、ＳＳＳの検出性能を向上させることがで
きる。
【０１１２】
　前記言及した３ＰＳＣに対して６個或いは３個のスクランブリングコードを適用する場
合の例は、説明を容易にするためにＳＳＣ交換に対してのみ説明しているが、差分変調を
遂行することもでき、ＳＳＣ交換と差分変調を結合した形態で遂行されることができる。
例えば、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ２
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，ＳＳＣ１）を使用するだけでなく、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して
、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ３，ＳＳＣ４）を使用する場合、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，
ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ３）を使用する場合、及び第
１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ３，ＳＳＣ２
）を使用する場合などに対して適用することができる。第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳ
Ｃ２）を使用して、第２のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ３）を使用する場合にはＳＳＣ１
が衝突する。これはスクランブリングコード交換によってＳＳＣの衝突による影響を減る
ことができる。また、第１のＳＳＳは（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）を使用し、第２のＳＳＳは
（ＳＳＣ３，ＳＳＣ２）を使用する時、ＳＳＣ２衝突が発生する場合にも同様に適用され
る。
【０１１３】
　ＶＩ．スクランブリングコード構成方法
　スクランブリングコードは、ＰＳＣと関連するいかなるコードも可能であり、本発明の
技術的思想はこれに制限されない。
【０１１４】
　スクランブリングコードとして、ＳＳＣに使われるＰＮコードを使用することができる
。
【０１１５】
　ＳＳＳを介して送る情報の数が３４０の場合に対してＳＳＣを構成する方法は、次の通
りである。一例として、長さ３１のＰＮコードを第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳ
Ｃ（ＳＳＣ２）に適用するとすれば、可能なコードインデックスは０～３０の３１個ので
ある。第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のインデックスは０～１３、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）
はインデックス１４～２７を使用して、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳ
Ｃ２）の交換を使用するとすれば、１４×１４×２＝３９２である。従って、２８、２９
、３０のインデックスを有するＰＮコードをスクランブリングコードとして使用すること
ができる。他の例として、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）のインデックスが第１のＳＳＣ（Ｓ
ＳＣ１）のインデックスより常に大きくできる。第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のインデック
スを０～１７、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）のインデックスを１～１８までにして、第１の
ＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）の交換を使用するとすれば、可能な組合
せの数１９Ｃ２×２＝３４２である。従って、残っているインデックス１９～３０のうち
６個を選択すれば、６スクランブリングコードを得ることができる。３個を選択すれば３
スクランブリングコードを得ることができる。
【０１１６】
　ＳＳＳを介して送る情報の数が６８０の場合を仮定したら、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２）
のインデックスが第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のインデックスより常に大きい場合の組合せ
の数は、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）のインデックスは０～２６、第２のＳＳＣ（ＳＳＣ２
）のインデックスは１～２７までにして、第１のＳＳＣ（ＳＳＣ１）と第２のＳＳＣ（Ｓ
ＳＣ２）の交換を使用するとすれば、２７Ｃ２×２＝７０２である。従って、インデック
ス２８～３０のうち３個を選択すれば３スクランブリングコードを得ることができる。
【０１１７】
　現在使用しているシーケンス集合内でスクランブリングコードを選択する。然しながら
、現在使用しているシーケンス集合内でシーケンスを選択した後、それを変形させて使用
することができる、例えば、ｍ－シーケンスを使用するならば、逆演算（ｒｅｖｅｒｓｅ
　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）、切断（ｔｒｕｎｃａｔｉｏｎ）、循環延長（ｃｙｃｌｉｃ　ｅ
ｘｔｅｎｓｉｏｎ）及び循環シフト（ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｓｈｉｆｔ）などを適用してス
クランブリングコードとして使用することができる。即ち、式４において、（１）のシー
ケンスと（２）のシーケンスはお互いに逆関係が成立し、（１）のシーケンスをＳＳＣと
して使用して、（２）のシーケンスをスクランブリングコードとして使用することができ
る。逆関係を有する一対のシーケンスをスクランブリングコードとして選択する場合、Ｓ
ＳＣとスクランブリングコードがｍ－シーケンス関係を維持することができ、具現が容易



(22) JP 4988040 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

であり、メモリを節約することができる。
【０１１８】
　図１８は、２セルで全ての衝突可能な場合に対する交差相関分布のＣＤＦ（ｃｕｍｕｌ
ａｔｉｖｅ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を示すグラフである。
【０１１９】
　図１８を参照すると、提案された技法は、ランダムバイナリコード（ｒａｎｄｏｍ　ｂ
ｉｎａｒｙ　ｃｏｄｅ）と類似の特性を表す。然しながら、ランダムバイナリコードをス
クランブリングコードとして使用するためには追加的なコード生成器またはメモリを必要
とする。これに反して、提案された技法は、メモリ住所程度だけ再設定するとよいため、
追加的なオーバーヘッドが必要でない。
【０１２０】
　式１の多項式ｘ５＋ｘ２＋１のｍ－シーケンスをＳＳＣとして使用する場合を仮定した
ら、端末でＳＳＣを検出するためにはＳＳＣに使われるシーケンスを生成することができ
るコード生成器或いはメモリで前記シーケンスを直接格納していればよい。式１により生
成されたｍ－シーケンスに対して循環シフト（ｃｉｒｃｕｌａｒ　ｓｈｉｆｔ）を適用す
れば、全ての３１個のシーケンスを得ることができる。コード生成器により毎ＳＳＣ検出
コードを生成することより一つのｍ－シーケンスをメモリに格納してメモリ住所だけ指定
して使用すれば、長さ３１のｍ－シーケンス一個だけ格納していればよい。もし、シーケ
ンスを逆にして使用するようになれば、メモリ住所を表す順序だけ変えて使用すればよい
。
【０１２１】
　例えば、式１を用いて生成されるｍ－シーケンスａ＝｛１，１，－１，１，－１，－１
，１，１，－１，－１，－１，－１，－１，１，１，１，－１，－１，１，－１，－１，
－１，１，－１，１，－１，１，１，１，１，－１｝を仮定する。これは－ａとも同等で
ある（ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ）。残りの３０個のシーケンスは、シーケンスａに対する３
０の循環シフトにより生成が可能であるため、前記シーケンスａに該当するメモリだけ必
要である。また、逆関係を有するシーケンスを適用するためには前記シーケンスａに対す
るメモリまたは前記シーケンスａを生成するためのコード生成器の動作１回で充分である
。
【０１２２】
　然しながら、シーケンスを逆にせずｍ－シーケンスでない他の種類のシーケンス（例え
ば、ランダムシーケンス（ｒａｎｄｏｍ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）、コンピュータ探索シーケ
ンス（ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を使用すれば、３個のＰＳ
Ｃと関連する６個のスクランブリングコードに対するメモリが追加的に必要である。即ち
、逆関係のシーケンスを使用する場合、長さ３１のシーケンス一つだけメモリに格納すれ
ば充分であるが、相異なるシーケンスを使用する場合、長さ３１のシーケンス６個に対す
るメモリが追加的に必要である。
【０１２３】
　スクランブリングコードを選択することにおいて、前記式６及び式７の関係を満たす多
項式を選択して（または多項式を逆にしてｎ－ｋ順序に変える動作を遂行した後）ｍ－シ
ーケンスを生成することも優秀な特性を有することができる。式１のｘ５＋ｘ２＋１によ
り生成されたｍ－シーケンスを逆にすれば、ｘ５＋ｘ３＋１により生成されるｍ－シーケ
ンスのうち一つに変換される（これをペア関係にあるという）。例えば、ｘ５＋ｘ２＋１
により生成され、０回循環シフトされるシーケンスを逆にすれば、ｘ５＋ｘ３＋１により
生成され、２６回循環シフトされるシーケンスと同一である。逆関係を有する一対のシー
ケンスをスクランブリングコードとして選択する場合、端末に具現の容易さを提供してメ
モリを節約することができる。
【０１２４】
　ＶＩＩ．ＳＳＣ１－ｂａｓｅｄ　ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ　ｏｆ　ＳＳＣ２
　以下、ＳＳＣ１で使われるシーケンスインデックスに従って、ＳＳＣ２に使われるスク
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ランブリングシーケンスを決定することに対する応用に対して説明する。（ｒｅｖｅｒｓ
ｅ－ｍの応用）
　周辺セル（Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）探索時、追加的な曖昧性問題を解決するため
に、ＳＳＳに二つのコード組合せ（例、（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２））を使用する場合、ＳＳ
Ｃ１に使われるシーケンスインデックスと一対一相応するスクランブリングシーケンスを
選択して適用する方法がある。この場合、前記言及したｘ５＋ｘ２＋１の多項式を使用す
る長さ３１のｍ－シーケンスを例に挙げると（３１個のシーケンスインデックスが可能）
、該当ｍ－シーケンスのインデックスに該当するシーケンスを逆にして（ｒｅｖｅｒｓｅ
）使用することができる。例えば、ＳＳＣ１のインデックスが０ならば、該当シーケンス
を逆にしてＳＳＣ２に対するスクランブリングコードとして適用することができる。或い
はＳＳＣ１基盤のＳＳＣ２スクランブルが使われる時、ＳＳＣ１で使われるシーケンスの
うち全体或いは一部だけを逆にしてスクランブリングコードとして使用することができる
。要約すれば、ＳＳＣ１で使われるシーケンスを逆にしてＳＳＣ２のスクランブリングコ
ードとして使用するということである。これはスクランブリングコードの個数、一対一マ
ッピング関係などに限定されない。また、逆関係にある多項式（ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌ）
が選択されることができる。
【０１２５】
　以下、前記内容が［ＰＳＣ－ｂａｓｅｄ　ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ＋ＳＳＣ１－ｂａｓｅ
ｄ　ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ］に適用される場合に対して説明する。
【０１２６】
　逆関係のＭがＳＳＣ１基盤スクランブリングに適用される場合であるため、便宜上、Ｐ
ＳＣ基盤シーケンスは、長さ６３のｍ－シーケンスを使用して、必要ならば、ｓｅｑｕｅ
ｎｃｅを穿孔する（ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）、或いは異なる多項式の２つの異なる種類ｍ
－シーケンスを使用することができる。スクランブルされたＳＳＣは、
【０１２７】
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のように表すことができる。このとき、ＰはＰＳＣ基盤スクランブリングコードを意味す
る。また、Ｐは、スクランブルがＳＳＣ全体に対して遂行されしても、ＳＳＣの各パート
で個別的に遂行されても変えられない。
【０１２８】
　ここで、ＳＳＣ１基盤スクランブリングをＳＳＣ２に適用すれば、次の式の通りに表す
ことができる。
【０１２９】
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【化６】

　ここで、ＳＣＲ１はＳＳ１基盤スクランブリングコードを意味して、ｒｅｖ（．）は逆
演算を表すものであって、本発明ではｒｅｖｅｒｓｅ－ｍを意味する。もちろん、本明細
書で説明したように、逆関係にある多項式（ここではｘ５＋ｘ３＋１）を選択して使用す
るものと等価である。
【０１３０】
　本例ではｓｉを直接逆にしてｓｊにスクランブリングする。然しながら、これに制限す
ることではなく、逆関係にある多項式や逆関係のシーケンスをスクランブリングコードと
して定義して使用することも可能である。
【０１３１】
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　ＳＳＣ２にＳＳＣ１基盤スクランブリングを適用する時、前記説明したＰＳＣ基盤スク
ランブリング＋ＳＳＣ１基盤スクランブリングのように混合された形態に適用することが
可能である。
【０１３２】
　ここで、本発明に該当するｒｅｖｅｒｓｅ－ｍは、前記説明した通り、ＰＳＣ基盤スク
ランブリングに単独に、ＳＳＣ１基盤スクランブリングに単独に、或いは二つのうち一つ
に、或いは二つともへの応用が可能である。
【０１３３】
　ＶＩＩＩ．セル探索
　セル探索は、端末がセルとの時間及び周波数同期化を獲得して、セルのセル識別子を獲
得する過程である。一般的にセル探索は、端末の電源が付けた後、初期に遂行する初期セ
ル探索（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）と、ハンドオーバーや周辺セル測定
（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を遂行する非初期セル探索（
ｎｏｎ－ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）と、に区分される。
【０１３４】
　セル探索は、ＰＳＳとＳＳＳを使用する。ＰＳＳは、端末がスロット同期化（または周
波数同期化）及び固有識別子を獲得するときに使われる。ＳＳＳは、端末がフレーム同期
化及びセル識別子グループ（ｃｅｌｌ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｇｒｏｕｐ）を獲得するとき
に使われる。
【０１３５】
　図１９は、本発明の一実施例に係るセル探索方法を示すフローチャートである。
【０１３６】
　図１９を参照すると、端末はＰＳＳを探索する（Ｓ３１０）。ＰＳＳを介してスロット
同期化を獲得する。また、ＰＳＳを介して周波数同期化を獲得することができる。ＰＳＳ
内のＰＳＣは固有識別子と関連する。３個の固有識別子がある時、３個のＰＳＣの各々は
各固有識別子に一対一にマッピングされる。
【０１３７】
　次いで、端末はＳＳＳを探索する（Ｓ３２０）。ＳＳＳを介してフレーム同期化を獲得
する。ＳＳＳはセル識別子グループにマッピングされる。ＳＳＳとＰＳＳを用いてセル識
別子が獲得される。例えば、５０４個の固有なセル識別子があり、セル識別子は１６８ず
つ固有なセル識別子グループにグループ化され、各セル識別子グループは固有な識別子を
有すると仮定したら、３個のＰＳＳは各々３個の固有なセル識別子グループにマッピング
される。従って、セル識別子Ｉｃｅｌｌは、０から１６７までの範囲を有してセル識別子
グループを表す番号Ｉｇｒと、０から２までの範囲を有してセル識別子グループ内で固有
な識別子を表す番号Ｉｕと、によって、Ｉｃｅｌｌ＝３Ｉｇｒ＋Ｉｕのように、固有に定
義される。
【０１３８】
　ＳＳＳは２個のＳＳＣを含み、各ＳＳＣは相異なるスクランブリングコードによりスク
ランブリングされたものである。スクランブリングコードは前記ＰＳＳに含まれるＰＳＣ
と関連する。従って、周辺セルの干渉を減らしてＳＳＳ検出性能を向上させ、一層速いセ
ル探索が可能である。
【０１３９】
　ＳＳＳの検出性能は、相異なるスクランブリングコードを用いてＳＳＳ内の２個のＳＳ
Ｃをスクランブリングすることによって向上されることができる。セル探索が一層信頼で
きるように遂行され、遅延されるのが防止される。追加的に、可用のシーケンスの個数の
増加により同期信号に伝えられる情報の量及び端末の容量が増加することができる。
【０１４０】
　前記では同期信号に対して記述しているが、本発明の技術的思想は、チャネルの検出性
能を向上するために情報を伝達する他の信号にも適用されることができる。これはアップ
リンク／ダウンリンク基準信号、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号、ランダムアクセスプリアンブル
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等に適用されることができる。
【０１４１】
　前述した全ての機能は、前記機能を遂行するようにコーディングされたソフトウェアや
プログラムコードなどにともなうマイクロプロセッサ、制御器、マイクロ制御器、ＡＳＩ
Ｃ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉ
ｔ）などのようなプロセッサにより遂行されることができる。前記コードの設計、開発及
び具現は、本発明の説明に基づいて当業者に自明である。
【０１４２】
　以上、本発明に対して実施例を参照して説明したが、該当技術分野の通常の知識を有す
る者は本発明の技術的思想及び領域から外れない範囲内で本発明を多様に修正及び変更さ
せて実施できることを理解することができる。従って、前述した実施例に限定することで
はなく、本発明は、特許請求の範囲内の全ての実施例を含む。
【符号の説明】
【０１４３】
１０　端末
２０　基地局

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】

【図１９】
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